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Together with noise and visible plume, drift is one of the key factors in cooling tower

operation considering the environmental impacts･

This report outlines our technique for measurement of drift droplet flux and size distributio主1

developed in parallel with that of high effi占iency drift eliminators.

Italso describes some drift measurement results obtained from operatinalcooling towerts

which were installed byus.

ま え が き

湿式冷却塔ケこおけるド1)フトほ,騒音及び可視ブルーム

等とともに環境汚染の要因と見なされている.

一般に冷却塔のドl)フ†損失は,その循環水量の0.2%

という値が通例とされてきた｡この数値は元来水質管理上

の補給水量算出に用いられてきたものと推察され,実質袷

却塔から排出されるドリフ†量とはいい難い｡

実稼動中の冷却塔の実質ドl)フ一畳を測定する方法は,

現在公的に統一されたものはまだ確立されていない.

当社ほ,高性能エl)ミネ一夕ーの開発中こ際して,その評

価基準として信頼できるドl)フ一瓢定法の確立が,不可欠

の条件として取り上げ,長年にわたりシステム,機器,解､

析法等種々検討を重ねてきた｡

本稿でほ当社が現在採用している測定方法を紹介すると

ともに実測例を記述しドリフ†の実態を報告するo

1.冷却塔におけるドリフトの定義

･FT)フ･ト測定KL･当り,先ずドリフT.の定義KL_ついて規定
する｡

湿式冷却塔の概要を第1園に示す｡

各プラント熱交換器から戻された温水は,塔上部の温水

分配槽を経て充填層④へ,ここで直接空気と接触,冷却さ

れて塔下部冷水槽に集められ,再び各熱交換器に送られるo

一方ルーバーから吸込まれた大気①は,充填層内④で加

熱,加湿され略飽和状態となり,しかも,循環水の飛沫を

巻き込みながらェ1)ミネ-クーに至るo ここで大多数の飛

沫水滴は除去され④の排出空気となって塔外へ排出され

る｡この⑨の排出空気中には,次の水滴が混合して含まれ

ている｡

1)エリミネ-メ-で除去し得なかった循環水飛沫水滴

2)循環水の一部が蒸発後,再び凝縮して出来た水滴

ここで測定しようとするドリフ†とは,前者の循環水の

飛沫水滴のみを対象としている｡

2.ドリフト測定手法の経緯

1970年代に入って,冷却用水に海水を利用する気運が高

まり,当社はいち早く海水冷却塔の開発に着手した｡

海水を使用する冷却塔において,ド1)フ†として飛散す

る海水が,周辺環境に及ぼす影響が問題視され,ドリフ†

の低減対策はもとより,冷却塔から排出するド1)フ一畳

と,その拡散状況の把撞が必要となった｡

ドリフト排出量の測定については,当時から,サンプリ

罪

ング手法として等速吸引法(Isokinetic sampliilg Sys-

tem)が一般によく知られていたが,水滴の捕集部につい

ては,サイクロン(Cyclone)による気液分離捕集,あるい

は排煙ガス中の水分量の測定に使われるコンデyサー方式

等があった｡当社では当初,同じく等速吸引法で, JIS

8808 ｢煙道ガス中のはいじん量測定方法+に準拠し,その

サンプル捕集部のダスTlチューブ充填物をガラスウー/レか

ら直径3mmのガラス玉に替える等の改良を加えたものを

使用した｡一方ド1)フト拡散計算等に必要な,粒径分布の

測定については,気象学上の雲,霧などの研究技術の応

用から, MgO,液体プラスチック(FORMVAR),ポリピ

ニ-)I,アルコール(POVAL)等々の被膜に水滴を捕集しそ

れぞれの痕跡径と契粒径との相関関係を実験的に求め,水

滴粒径を算出する手法を開発した｡

当時,米国で環境アセスメントを専門とするE.S.C社

(Enviromental Systems Corporation, Tennessee,ノU.S.A) I

により,

1)等速吸引法ケこよるサンプ1)ングシステム■`'(写真1丁
2)特殊試験統(Sensitive paper)に-よるドリフ†量及び

粒径分布の測定システム(写真2)

3)気中塩分壊度等の測定によるドリフ†拡散試験システ

ム(写真3)

等,総合的にドリフ十を測定する手法が開発され,多くの

実績を上げていたo当社はこれらの測定s'ステムの倍額性

と簡便性から,各測定装置を含むシステムの技術導入を行

い,現在実稼動中の冷却塔のドl)フT.測定はもとより,育

性能エ1)ミネ一夕-開発に際する評価基準に採用してい

る｡
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i.測定手法の概要

..1等速吸引法の概要
等速吸引装置の概要を第2図忙示す｡装置はドl)フト捕

旨部のIKチューブ(第3囲)と,コンtロールボックス

女真空ポンプから構成され,各々はバキュ-ムホースで連

各されてら､るo

i Kチi -ブは内部F:1ビーズ(Pyrex
beads)が充填さ

佃巨気中b)水滴を確実に捕集する｡また,外面は加熱コイ

レが巻かれ,飽和空気に近い排出空気中の水分の凝縮を防

宇真1 ESC製等速吸引装置

?hoto. 1 1sokinetic
sampling system developed by E.S.C.

写真 3 ESC製気中塩分採集装置

Pl10tO.3 Device forair･borne
salt

measurement developed by

E. S. C.

写真 2

ESC製センシティ

ブペ-パー法の測定

装置

PI10tO. 2

Sensitive paper

sampl ing system

developed by E.S.C.

Air <こと:
flowくく

止すると共VL,余剰水分を蒸発させ捕集水滴の脱落を防止

する｡コントロールボックスは真空ポンプの吸引ガス量の

調整弁(Relief valve)と空気流量計(Ball
flow

meter)及

加熱調整装置が装備され, I Kチエ-ブの吸引口における

吸引速度とI Kチューブの加熱量の調整を行う｡

サンプリングは,測定点の気流ベクトル方向に直向して

IKチューブをセットし,気流速度と吸引速度を等速とし

て一定時間保持し水滴を捕集する｡

サンプリングの完了したIKチエ-ブ内のド1)フ†水滴

は,既知量の純水で洗浄稀釈される｡

今仮に,冷却塔循環水が海水とすると,洗浄水中に抽

出した塩素イオン(Cl-)量を計測することにより,循環水

中のイオン深度との関係からドリフト量が求まるo この時

凝縮ノ水滴は蒸溜水と考えれば,塩素イオンは含有していな

い｡このためドリフ†水滴のみが計量されたことになる.

循環水が一般工業用水の場合,この塩素イオンVL替わる

適当なtレーサ-物質が食入している必要があるo

IKチューブの材質ほ,種々のトレーサ-物質の捕集と

抽出を容易にするためPyrexglass が使用されている.

Il( tube

†††什
Air flow

Heater

line

Cooling tower

Control box

Relief

valve

Beater

controls

Ball flow meter

Vacuum hose

Vacuum pump

第2国 等速吸引装置概略図

】門g. 2 Schematic diagram
of isokiEletic sampljT]g System

AC

PYREX beads

第3囲 Ⅰ.Eチュ-ブの詳細
Fig. 3 Detail

of
a isokirletic tube

Air flow

"
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第4図 センサーヘッドの概要
Fig. 4 Schematic view of

sensor bead

Sensitive paper

3.2 センシティブペーパー法

センシティブペーパ- (Sensitive paper)とは, ESC

社が特vL_ドリフナ測定用として開発した直径47mmの試

験紙である｡

これは特殊紙質の表面ケこ水滴が付着すると,淡黄色のバ

ックグランドに青い痕跡(Stain)を残すよう薬品処理され

たものである.この痕跡径は,水滴の実粒径と衝突速度に

対し一定の相関関係を有することから,サンプリング時各

測定点の気流速度を計測することにより,センシティブペ

ーパー上の痕跡径と個数から捕集水滴の量と,粒度分布が

算出出来る｡

測定装置を写真2に示し,また,センサーヘッド部の概

要を第4図に示す｡

センサーヘッド部は,センシティブペーパ-保持部分

(Mounting plate)と,シャッターフラップ(Shutter flap)

及センサーヘッド(Sensor bead)から成り,センサーヘッ

ドはコントロ-ルパネルと電気コードVLより連結され,フ

ラップの開閉とペ-パ-の湿度R:よる損傷防止のため,ペ

-バー保持部分とシャッタ-フラップの加熱制御を行う.

サンプ1)ングほ塔出口測定点の気流ベクT)レ方向に直向し

て,ペ-パ-をセッTlし,コンTlロールバネルFL内蔵され

たタイマーにより, i/ヤツタ-7ラップを作動して水滴の

採集を行う.ペ-メ-の曝露時間は気流中の水滴の密度忙

より異なり,予備テストでペ-パー上の痕跡が過剰捕集に

より,痕跡が重複しない程度(通常1-5秒)とする｡

採取されたセンシティブペーパー上の痕跡は, ESC社

でコンビュク-解析され,各粒径毎の個数の読み取りから

捕集水滴量が算出される｡

この測定方法の特長はサンプl)ング後,即座に挿集水滴

の状況が目視出来ることである｡これを利用して,エリミ

ネータ-の改造等によるドl)フ一俵減効果の判定など,飛

散水滴の多少を,相対的に単純目視比較が容易に行うこと

が出来る｡尚,センシティブペーパ-法によるドl)フ十測

定ほペーパーの痕跡から,凝縮水滴とドl)フナ水滴の識別

が出来ないため,凝縮水滴の妨害を受けない無負荷(No

beat load)時に限り可能である｡

4.ドリフト量の測定と計算

4.1測定位置と測定点の決定

ドリフト量の測定位置は原則として,冷却塔出口面(Fan

Ai, RamHeated shutter
flap

Ir3

r2

r

lや

¢

～---､

㌔-づゝ

rl=0. 408R

r2-0. 707R

r3-0. 913R

(atZ -3)

第5囲 測定面に於ける測定点の配置

Fig･ 5 Arrarlgement
Of.measuring point at measuring plane

stack出口)で行う｡測定点ほ,選定された測定面を任意

に等面積分割し,その代表点を次の計算式忙より決定す

る｡

rn -

Rv'3p21J
ここで

rn :測定点のFan stack FPJbからの距離 (m)

R : Fan
stackの測定面の半径 (m)

n :半径番号
z

:半径区分数

汎定点数は, Fan stack 径忙より異なるが通常-測定

面当り4点(z-1)-12点(z-3)程度とする｡

測定点配置の一例として,第5図に測定点数12,'Rとした

場合を示した｡

4.2 等速吸引法による測定

I Kチューブを測定点の気流ベクール方向に直向してセ

ットし,コン†ロ-ルポックスのRelief valve により,

予め計測した測定点の気流速度に合せ等速吸引を行う.

サンプリング時間は通常1hr程度とし,その間循環水中

のtレーサー潰度を確認しておく.

サンプ1)ングが完了したIKチューブは,･既知量の純水

で洗浄しこれを検水として,化学分析により検水中に抽出

したトレ-サ-凍度を計量する｡
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4.2.1ドリフト量の計算

ドリフT･量は,計測された検水のトv-サー壊度と,循環

水中のトレーサー壊度から,次の計算式により求められる｡

rpC｡･L
＼〟ーt/⊥

cNXIO3×ApxT

(DR)T-去×
p!l(DR)p

xAa

ここで

(DR)p ;各測定点毎のドリフT.量

(DR)T ;Totalドl)フTl量

:･n;測定点数

Cn;検水のトレ-サ-潰度

tJ
,'検水量

QN;循環水の†レ-サー洩度
Ap; IKチエ-ブの吸引口面積

Aa
;測定面有効面積

(DR)p-; g/b･皿2

g/h

g/h･m2

g/也

ppm

ml

ppm

m2

m2

γp ;循環水の比重量(≒1. 0) g/cm3

T;サンプl)ング時間 hr

4.3 センシティブペーパー法による測定

サンプリングほ,ペーパー面を測定点の気流ベクトル方

向に正しく直向してセットする｡もしペーパ-面が正しく

直向していない場合,痕跡が乱れ正確な水滴径の算出が困

難となる｡

ペーパ-の曝露時間は気流中の水滴密度に

より異なり,予備テストでペ-メ-上の痕跡

が重複しない最適時間を把挺し,コントロー
+LJ6〆

ルパネルのタイマーにセットして,シャッタ

ーフラップの開閉を制御する｡同時に測定点

の気流速度の計測により,水滴の衝突速度算

出のデ-タとするo

4.3.1ドリフ†量の計算

サンプT)ングの完了したセンS/ティブペー

パ-はESC社でコンピュータ-..処理され,

痕跡径と個数のカウン十及び衝突速度の関係

から,
,鼻水滴毎の体積が求まり,次の計算式

により下リフ†量を算出する｡

m

(DR)p

-瓦窯〒×蓋1(VDp)-
g/h･m2

n

(DR)T-去×Aa
x ∑ (DR)p

P=1

g/h
ここで

(DR)p ;測定点毎のドl)フ†量

g/h･ m2

(DR)T ; Totalドl)フT.量 g/h

rp ;循環水の比重量(≒1.0)

g/cm3

Ap;センシティブペーパ-の曝露面

積 m2

VDp;ド7)フト水滴の体積 cm8

n;測定点数
Aa

;測定面有効面積 m2

T;ペーパーの曝露時間 hr

5.ドリフト測定の実例

1970年,ドリフ十測定手法が確立されて以来,当社が国

内,外で実施したド1)フト測定の実施件数はすでに20件に

達している｡そのうち各測定手法の代表例を取り上げ,そ

の測定デ-タと解析結果を以下に示す.

5.1実測例 その1

1)納入先

2)テスト期EI

3)冷却塔仕様

塔型番号

循環水量

温水温度

冷水温度

湿球温度

循環水

設計ドリフト量

4)測定方法

十レ-サ-物質

石油精製工場(沖縄)

1972年9月

662-3-03 (3セル)

14 600G PM(3 320m3/也)

120oF(48. 9oC)

88oF(31.1oC)

80oF(26. 7oC)

海水

0. 1% (循環水量VL対する割合)

等速吸引法

塩素イオン(Clつ

5)測定装置及びIKチュ-ブ

本測定には,当社が最初に開発した測定装置を用いて測

定した.その測定装置及びI Kチュ-ブの概要を第6図に

示す｡

PYREX beads

T川T
IKtube(PYREX)

1200

Ail･ flow

第6園 測定装置の概要

Fig. 6 A schematic diagram of

system (Developed by

Pfaud Ier)
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第7国 測定位置及び測定点の配置図

Fig. 7 Arrangement drawing of measuring points

86 神鋼ファウドラー技報 Vol. 80 No. 1 (1986/6)



6)測定面及び測定点

測定は冷却塔3セルのうち, 1セルのみVLついて行い,

測定面は片側エ1)ミネ一夕ーの直後とし,測定点の配置に

ついては第7図に示す.

7)測定データ-

サンプリングデ-タと,化学分析デ-タは第1表に示す

通りであるo なお塩素イオン(Clつの定量はJ'IS--K-

0101-1966 ｢工業用水試験法+の吸光光度法による｡

8)ドリフト量の計算

第1表より

循環水の塩素イオン潰度

循環水量

捕集塩素イオン量

∴捕集ドl)フト水滴量

CN-20 300ppm

Q -2 232m3/h･ 3cell

- 744m3/h･ cell

q-10.41 g/h･m2

(DR)--a
10.41

20300×10-6

-512.8 g/h･m2

ドl)フト吐出面横は第7図より

Aa-7.32× 10.98×2-160.7m2

∴Totalドl)フ†量 (DR)T-(DR)mxAa

=512.8 × 160.7

-82
407

g/h

循環水量に対するドリフ

(DL)% -
(DR)T

QxlO6

一畳の割合(DL)%は

･ 100

-造詣×100
-0.011%<o.1%

(設計ドT)フ†量)

写真 4 火力発電所(タイ)におけるドリ

フナ測定装置
P血oto.4 Device for drift measurement

(PoⅥrerplant in Thailand)

写真 5 火力発電所(タイ)におけるドリ

フト測定位置
PllOtO.5 Measuring point at bottom

plane

of fan stack (Power plant in

Thailand)

5.2 実測例 その2

1)納入先

2)テスTl期日

3)冷却塔仕様

塔型番号

循廃水量

温水温度

冷水温度

湿球温度

循環水

設計ドリフ

4)測定方法

火力発電所(タイ)

1984年10月

6616-3-05R (5セ)I,)

15 840m3/也

39.4oC

28.5oC

23.5oC

工業用水

ト量 0.44kg/s･cell

-0. 05%(循環水量忙対する割合)

等速吸引法(写真4)

(ESC社開発s/ステム)

Tlレ-サ-物質 電気伝導度(ps/cm)

5)測定要領

本実測例は,冷却塔の循環水中の溶解物質の何れもが†

レ-サーの効果を発揮すべき濃度に達していなかった｡

そこで,溶解固形物濃度と電気伝導度が比例することか

ら,循環水中の全溶解固形物をトレーサーとしてこれを,

電気伝導度として計測しドリフト量を算出する手法をとっ

た｡

N

く=)

rlミ;

I

-G

N

⊂⊃

m

寸

R-4804 rl-3397

第1表 ドリフト測定データ

Table 1 Data sheet of drift loss measurement

第8囲 ファンスタック底面,

測定点配置図

Fig. 8 Arrangement drawing

at bottom plane of fan

st ack
● Marks show the

measurlng pOlnt

Sampling

point

a 1

a 3

a 5

b 2

b4

b 6

f 4

f 6

Aye.

Air
velocity

of sampling

point

m/s

3.7

4.0

3.0

4.8

4.3

3.8

Sampl ing

time

hr

Water flo∇

rate

m3/h

Density
of

circulating
water

ppm

Quantity of

Cl‾ per IK tube

g/b

2 272/3ce11

2205 〃

2105 ク

2169 //

2178 //

2223 ^/

19 700 7. 24

20 700 10. 04

21 300

20 300

20 700

19 300

13. 12

10. 43

10. 66

8. 04

5.5

5.0

4. 32

0.5

0.5

2335 ク

2349 ク

20 700

20 700

14. 44

15. 72

2 232/3cell 20 300 10. 41
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6)測定位置及び測定点

油定位置はファンスタック下面とし,測定点は気流が最

も安定し気流速度の平均値に最も近似した4点とした.

(第8園及び写真5)

7)汎定データ

各測定データを第2表に示すo-

尚循環水は,各測定点毎のサンプリング期間中の開始

時,中間時,終了時と各3回採取し,各々の電気伝導度測

定値の平均値を採用することとした.

8)ドリフト量の計算

ド1)フト量の算出は次の式むこよる

(DR)p- r (普) ×去×喜g/h･m2
n

(DR)T-吉×Aa
x = (DR)p

P-1

ここで

(DR)p,'IEチューブ1本当りのドリフト量

(DR)T
,.Totalドリフト畳

γ;循環水の比重量(幸1. 0)

Cr ;循環水の電気伝導度
Cd

;検水の電気伝導度
Cp

;純水の電気伝導度

g/h･m2

g/h

g/cm8

〃s/cm
//

ク

L ;検水の量 ml

Ap; IKチエ-ブの吸引口有効面積 m2

(-4. 906×10-4)

T;サンプリング時間 hr

各測定点のIEチューブ1本当りのドリフト畳は

第2表より

(DR)pl-1･

0×旦監㌍×
200

4. 906×10‾4

･詰5-2903･
2 g/h･m2

同様にして

(DR)p2-3 005. 0

(DR)p3-3 006. 1

(DR)p4-2 996. 5

･(DR)T

-与×69･609×
(2903･ 2＋3005･ 0･3006･ 1

x'y

1rll

2r22

〟
33

44
I

YX

R-4765 rl-4126 r2-2383

第9図 ファンスタック上面,測定点配置図
Fig･ 9 Arrangement drawing at top plane of

farl Stack
｡ Marks

show the measuring point

第2表

Table 2

＋2 996. 5) -207 245(g/也)
- 0.058 kg/sec<0.44 kg/s

(設計ド1)フト量)

循環水量KL･対するド1)フト量の割合(RL)%は

循環水量 Q-17816m3/b･5cell

- 3 563.2
m3/h･cell

(DL) %
--(jiQFIT`×

lob
207 245

3563.2×106
× 100

-0.0058%<0.05% (設計ド1)フl一畳)

5.3 実測例 その3

1)納入先

2)テスト期日

3)冷却塔仕様

塔型番号

循環水量

温水温度

冷水温度

湿球温度

循環水

設計ドリフ

4)測定方法

肥料工場(マ1/-シア)

1985年9月

6715L -3-08R (8* )I,)
24 600 m3/也

42. OoC

32. OoC

29.OoC

工業用水

†量 0.05%

センS/ティブペーパー法

5)冷却塔運転条件

本実測例は,冷却塔の無負荷(No heat load)時に実施

した｡

写真 6 肥料工場(マV-S'ア)におけるドT)フト測定位置

Photo.6 Measuring point at top plane of fan stack

肝ertilizerp一ant in Ma一aysia)

ドリフト測定データ

Data
sheet of drift loss measurement (By isokinetic sampling)

No. of sampling point

Time of start

Time of fitlish

Recirculating water
flow rate m3/h

Conductivity of

Recirculating 甲ater

〃S/cm
･ 25oC

yBr_
Condu

T3Le=

Veloc
al一

of pure

:m･25oC

of

exb aust

m/s
Power jnpnt^ to fall

motor kW

し+
ll:00

ll:45

17816

305

305

300

0. 90

2. 52

ll.0

148

i:?:

13:20

14:05

17816

308

310

305

0. 95

2. 65

ll.0

147

AYE.

307. 7

14:25

15:10

17816

310

310

313

0. 92

2. 64

ll.0

147

i:1:Ei

4

15:25

16:10

17 816

311

310

315

0. 91

2. 63

ll.0

146

千:1:i
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写真 7 センS/ティブペ-パーのドリフ

ト痕跡

PIIOtO 7 Stain of drift on sensitive paper

6)測定位置及測定点

測定位置はファンスタック出口面とし,測定点は第9図

に示すo (写真6)

7)測定データ

サンプ,l)ングデータを第3表に示し,第4表中こセンシテ

ィブペーパー痕跡の解析結果を示す｡なお一例としてドリ

アT.を捕集したセンシティブペ-パーを写真7に,そのコ

ンピュータ-処理結果を第5表忙示した｡

8)ドリフト量の計算

第5表よりTotalドリフト量(DR)Tは
n

(DR)T-去×Aa
x ∑ (DR)p

P=1

-ix71･33×(0･
079.0･ 17･0･503･0･ 111

＋0. 0854＋0. 399＋0. 323

＋0. 143) ×3600

-58
207

g/b･cell

循無水量に対するドリフト量の割合(DL)%は

舞3表より 循環水量 Q-24600m3/h･8cell

-3 075 m8/h･cell

(DL) %

-(等迩×100
-す657%2;%

× 100

-0.00189%<0.05% (設計ドl)フト量)

第4表 痕跡解析結果

Table 4 Results of
ESC's

analyses

of collected drift stain on

sensitive paper

第3表 ドリフト測定データ

Table 3 Data Sheet
of

drift loss measuremerlt

Measurlngitems
MeasurlngpOints

Ⅹi Ⅹ2 Ⅹ3 Ⅹ4 Yl Y2 Y3 Y4

Samplingtirne(secorld)
l

1se C

Circulatingwater

flowrate(m}/h)
2460 Om3/h

9:57

･8ce 】2

1

6bO

:64

ll

Temperatureofreturn 26.8 I2
.osc

C
I
0

I

coolingwater 10:1
I

10:57
I

Temperatureofsupply
25.Oo )2

.0℃.
C

l

0
cooli'ngwater

10:0
l

ll:64

Velocityof占xbaust

a'lr(rn/s)
8.0 12.5 12.0 9.8 12.0 ll.5 9.5 13.0

Powerinput

tomotor

Ampere 32.OA 32.OA.

(A/cell) 10:.00 ll:.00

Volt(Ⅴ)
3380V
9:.53

3380V

ll:.50

5.4 実測例 その4

1)納入先

2)テス†期日

3)冷却塔仕様

塔型番号

循環水量

温水温度

冷水温度

湿球温度

循環水

設計ドリフ

4)測定方法

アンモニヤ工場(大阪府 堺)

1985年5月

662-3-08R (8セル)

12000 m3/也

40oC

30oC

26. 5oC

工業用水

卜量 0.2%

センシティブペーパ-法

(目視比較)

5)測定要領

本実測例は,使用中の木製ヘリングボーン塑エリミネー

メ-から, PVC製ノ､ニカムエリミネーターに変更するこ

とによる,ド.)フ■†低減効果の判定を目的とした実施例で

ある｡まず全8セル中,条件の類似した中央の2セルを選

び,一方をPVCエl)ミネ-クーに変更,一方を木製へ1)ン

グボ-ン塾エ.)ミネ-クーを使用のまま,両者同⊥条件で

運転する｡この時の排気中の水滴をセンシティブペーパ-

の曝露時間を同一として捕集し,その痕跡を目視R:より相

互比較して,低減効果を判定することとした｡

Measuring point Ⅹ1 1 Ⅹ2 1 Ⅹ3 Ⅹ4 1 Yl l Y2 Y3 Y4

g?mR≧ごsEo･o79E
o･17 I o･503 0.111 1 0. 0854】 0 399 1 0.323 0. 143
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ど5表 コンビュ-クーによる痕跡解析結果(E.S.C社より)

able 5 0ut･put data sheet of the measuring poitlt X3 by EDP.田.S.C)

I D'pIAw) D'pc=) Dp'E) Tea;己吉ク;xcogu,ni2f)冨x”imaTlaeSrSOlm%ueT
vseeSt;;夢窓iocny

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

10

20

30

40

50

60

70

90

110

130

150

180

210

240

270

300

350

40〕

450

50こ)

600

70D

15

25

35

45

55

65

80

100

120

140

165

195

225

255

285

325

375

425

475

550

650

750

20

30

40

50

60

70

90

110

130

150

180

210

240

270

300

350

400

450

500

600

700

800

0. 00E-01

0. ODE-01

2. 96E＋03

3. 80E＋03

1. 82E＋03

2. 96E＋03

5. 44E ＋03

4. 13E＋03

1.03E＋04

7. 49E十03

2. 45E＋04

2. 35E＋04

1. 55E＋04

7. 50E＋03

2. 09E＋04

3. 10E＋04

4. 76E＋04

1. 04E＋05

0. 00E-01

0. 00E-01

0. 00E-01

1. 90E＋05

0. 00E-01

0. 00E-01

1. 32E＋05

7. 96E＋04

2. 09E＋04

2. 06E＋04

2. 03E＋04

7. 89E＋03

1. 14E＋04

5. 21E＋03

1. 04E ＋04

6. 05E ＋03

2. 60E＋03

8. 64E ＋02

1, 72E ＋03

1.72E＋03

1. 72E＋03

2. 59E＋03

0. 00E-01

0. 0こ)E-01

0. 00E-01

8. 60E＋02

3

4.

6

7

12

17

20

21

25

32

41

62

62

62

62

100

000

000

588

343

704

292

373

193

240

727

594

263

342

832

983

141

597

257

257

257

257

00こ)

0. 000

0. 000

40. 408

64. 816

71. 219

77. 527

83. 746

86. 163

89. 652

91. 250

94. 442

96. 297

97. 093

97. 358

97. 887

98. 415

98. 943

99. 736

99. 736

99. 736

99. 736

100. 000

0. 007

0. 019

0. 037

0. 060

0. 088

0. 120

0. 175

0. 259

0. 353

0. 453

0. 585

0. 748

0. 912

1. 076

1. 236

1. 444

1. 691

1. 926

2. 146

2. 455

2. 829

3. 167

0. 491

0. 772

0. 875

0. 922

0.･947

01;t･961

0.:974

0.子983

0.?988

0. 992

0. 994

0. 996

0. 997

0. 997

0. 998

0. 998

0. 999

0. 999

0. 999

0. 999

1. 000

I. 000

Total mass flux-5. 03E ＋05 〃g/m2/s
Total count flux-3. 26E ＋05 g/m2/s
M云ss mean diameter-473. F[m

芦真-I.B 木製ヘリングボ-ン型エリ

ミネーターの場合のドリフ

ト痕跡
'hoto..8 Stain of drift on sensitive

paper in case of herring

bone type wooden eliminator

Count mean diameter-68. 〃m

Mass emission rate-5, 03E-01 冒/s
- (DR)p

I

rl

〟

写真 9 PVCハニカムエリミネー

Pl10tO. 9

クーの場合のドリフト痕跡
Stain

of
drift on setlsitive

paper in case of PVC

honeycomb

;)軌定位置及び測定点

両者共測定位置はファンスタック上面とし測定点は第10

司に示す通り,方向,配置とも同寺美とした｡

7)測定結果

前記の通り同一条件のもとでの水滴捕集の結果,その癖

ホ状野は写真8及び写真9かこ示す通りである｡
両者を単純目視比較しても明らかにPVC/＼ニカムエリ

ミネ-クーの場合(写真9)の方が,痕跡径及び個数共VL

武少していることが判明した.

eliminator

第10図

Fig.10

R-3550 rl-2 500

ファンスタック上面,測定点配置図
Arrangement dra＼ving at top pl皿e

of fan
stack

･ Marks show the measuring point

む す び

省エネルギ-,省資源が求められ,さらに環境保全と周

辺機暑削こ及ぼす影響の面からも,湿式冷却塔におけるドl)

フ†低減対策ほ益々重要視されるところであり,その測定

方法も重要な意味を持つことになる｡

本稿で紹介した測定方法は,当社の地道な基礎研究に,

E S C杜の豊富な実績と信頼性のある技術を組み合せて開

発してきたものであるo今後さらに高性能エリミネ一夕-

の開発とあいまって,より簡便で倍額度の高い測定方法の

探求に努める所存である｡
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